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2013スポニチ佐渡ロングライド210
　５月12日㈰、佐渡を代表するスポーツイベントのひ
とつ「2013スポニチ佐渡ロングライド210」が開催さ
れました。
　今年で８回目となる日本最大級のロングライドイベ
ント。島を一周する210キロのコースをはじめ、大佐
渡を一周する130キロや島の北側を半周する100キロ、
相川で折り返す40キロの計４コースに、島内外から
3,003人が参加しました。
　参加者たちは、河原田本町を午前５時30分から順
次スタートし、変化に富んだ佐渡の海岸線をそれぞれ
のペースで走り抜けました。

㊗ 市制施行10年
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　また、今大会では、延べ約900人の方がボランティ
アとして参加し、大会をサポートしました。

　参加者の皆さん、おつかれさまでした。そして、大
会を支えていただいたボランティアの皆さん、沿道か
らあたたかい声援をおくっていただいた皆さん、あり
がとうございました。

㊗ 市制施行10年

2013佐渡オープンウォータースイミング開催！
開催日／７月28日㈰ ※集団泳は7月27日㈯開催

★会場：佐和田海岸海水浴場　　★申込締切：６月28日㈮まで　　★参加予定人数：550名
※申込状況により、期間内でも締め切る場合があります。ご了承ください。
お問い合わせ　 ㈶佐渡市スポーツ振興財団内　佐渡オープンウォータースイミング事務局 

☎0259－52－3800　大会ホームページ／http://www.scsf.jp/sows/
◆参加資格等

○ 5,000 ｍ：�日本水泳連盟競技者登録またはＯＷＳ検定２級以上または５ｋｍ以上の出場経験かつ２時
間以内の記録保持者（ウェットスーツ着用不可）

○ 2,000 ｍ：�高校生以上で、連続して２．５ｋｍ以上泳げること（ウェットスーツ着用可）�
（佐渡国際トライアスロンＡタイプ資格認定レース）

○ 1,000 ｍ：�中学生以上で、連続して１ｋｍ以上泳げること（ウェットスーツ着用可）�
（佐渡国際トライアスロンＢタイプ・Ｒタイプ資格認定レース）

○集団泳 500 ｍ：400 ｍを連続して泳げる小学生以上の健康な方（ウェットスーツ着用可）

◆大会日程・定員・参加料
開催日 カテゴリー スタート 制限時間 定員 参加料

７月 27 日㈯ 集団泳 15：00 ‐ 100 名 1,000 円
（小学生 500 円）

７月 28 日㈰
5,000 ｍ 8：30 150 分 50 名 7,000 円
2,000 ｍ 11：00 90 分 200 名 5,000 円
1,000 ｍ 12：30 60 分 200 名 4,000 円

この事業は、競輪の補助を受けて実施しました。
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平
成
25
年
度 

商
工
事
業
者
支
援
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

雇
　
用
　
対
　
策
　
事
　
業

■
若
者
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
業
支
援
事
業

　

若
者
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
就
業
を
促
進

し
、優
秀
な
人
材
の
確
保
や
若
者
の
定
住
促

進
を
支
援
し
ま
す
。

①�

大
学
等
合
同
企
業
説
明
会
等
参
加
支
援
事
業

　

市
内
の
中
小
企
業
者
な
ど
が
、市
外
の
合

同
企
業
説
明
会
に
参
加
す
る
費
用
の
一
部
を

支
援
し
ま
す
。

対�

象
者　
市
内
で
事
業
を
営
む
中
小
企
業
者
な

ど
で
、雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
る
事
業
者

助�

成
内
容　
出
展
ブ
ー
ス
料
お
よ
び
旅
費
の

２
分
の
１
以
内
の
額（
１
回
当
た
り
２
人

以
内
、10
万
円
を
上
限
）

②�

大
学
生
等
島
内
合
同
就
職
説
明
会
参
加
支
援

事
業

　

市
外
の
大
学
等
の
卒
業
予
定
者（
卒
業
か

ら
３
年
以
内
の
方
を
含
む
）が
、市
内
で
行
わ

れ
る
合
同
就
職
面
接
会
等
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
で
参
加
す
る
場
合
に
旅
費
の
一
部
を

支
援
し
ま
す
。

対�

象
者　
市
外
の
大
学
等
の
卒
業
予
定
者
お

よ
び
卒
業
か
ら
３
年
以
内
の
若
者
で
、市

内
で
の
就
業
を
希
望
す
る
方

助
成
内
容　
１
回
当
た
り
１
万
円

③�

大
学
生
等
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
若
者
就
業
奨
励
事
業

　

大
学
等
を
卒
業
し
た
市
外
在
住
の
方
が
、

市
内
の
事
業
所
に
就
職
し
、定
住
し
た
場
合

に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対�

象
者　
大
学
等
を
卒
業
し
た
市
外
在
住
の

方
で
、市
内
の
事
業
所
に
就
職
し
、次
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

・�

大
学
等
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
予
定
者
で
、採

用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
方

・�

転
入
日
お
よ
び
雇
用
契
約
日
か
ら
５
年
以

上
佐
渡
市
か
ら
転
出
を
し
な
い
意
志
を
示

し
た
方

・�

市
内
の
事
業
所
に
正
規
雇
用（
期
間
の
定
め

の
な
い
雇
用
契
約
）さ
れ
た
方

・�

雇
用
し
た
事
業
主
の
取
締
役
・
監
査
役
の
３

親
等
以
内
の
親
族
で
な
い
方

・�
事
業
所
の
人
事
異
動
に
伴
う
転
入
で
な
い
方

助�
成
内
容　
１
人
当
た
り
10
万
円（
１
回
限
り
）

■
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金

　

中
小
企
業
主
が
、景
気
の
変
動
等
の
経
済

上
の
理
由
で
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
、雇
用
す
る
労
働
者
を
一
時
的
に
休
業
さ

せ
た
場
合
に
、休
業
に
係
る
手
当
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対�

象
者　
市
内
に
１
年
以
上
事
業
所
等
を
有

す
る
中
小
企
業
主
で
、佐
渡
公
共
職
業
安

定
所
に
雇
用
調
整
助
成
金
に
係
る
休
業
等

実
施
計
画
届
を
提
出
し
、支
給
決
定
を
受

け
た
も
の
。（
た
だ
し
、申
請
時
に
廃
業
ま
た

は
事
務
所
等
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
場
合
は

対
象
外
。）

助�

成
内
容　
新
潟
労
働
局
で
決
定
し
た
助
成

額
の
算
出
基
礎
と
な
る
基
本
賃
金
額
の
20

分
の
１
に
休
業
延
べ
日
数
を
乗
じ
た
額（
対

象
期
間
は
、判
定
基
礎
期
間
の
初
日
が
平

成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31

日
）

■
働
く
資
格
取
得
支
援
事
業

　

市
内
の
中
小
企
業
者
や
失
業
者
の
方
な
ど

が
就
業
に
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対�

象
者　
市
内
の
中
小
企
業
者
の
う
ち
、市

で
定
め
る
対
象
業
種
に
該
当
す
る
事
業
者

ま
た
は
失
業
な
ど
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
登
録
し
て
い
る
方

※
対
象
業
種
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助�

成
内
容　
国
家
資
格
や
公
的
資
格
ま
た
は

民
間
資
格
の
取
得
に
係
る
受
験
料（
受
講

料
）・
旅
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額（
１
人

当
た
り
５
万
円
を
上
限
に
１
回
限
り
。１

事
業
所
当
た
り
５
人
を
上
限
）

企
　
業
　
支
　
援
　
事
　
業

■
地
場
産
業
振
興
支
援
事
業
補
助
金

　

地
場
産
業
に
携
わ
る
中
小
企
業
者
が
取
り

組
む
人
材
育
成
、販
路
開
拓
、経
営
基
盤
強
化

な
ど
の
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

し
、地
場
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

対�
象
者　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
方

◆
支
援
内
容

①
地
場
産
業
人
材
育
成
事
業

　

優
秀
な
人
材
の
育
成
・
確
保
を
推
進
し
、資

質
の
向
上
や
能
力
開
発
・
技
術
力
の
向
上
等

を
図
り
ま
す
。

助
成
内
容

・
公
的
機
関
等
が
開
催
す
る
研
修

　

対
象
経
費
は
受
講
料
、旅
費（
交
通
費
、宿

泊
費
）と
し
、１
人
に
つ
き
対
象
経
費
の
50
％

以
内
の
額（
10
万
円
を
限
度
。同
一
年
に
１
事

業
所
５
人
ま
で
）

・
事
業
者
が
講
師
を
依
頼
す
る
研
修

　

対
象
経
費
は
講
師
謝
礼
、講
師
の
旅
費
お
よ

び
会
場
費
と
し
、対
象
経
費
の
50
％
以
内
の
額

（
10
万
円
を
限
度
。同
一
年
に
１
講
座
ま
で
。）

②
地
場
産
品
販
路
開
拓
支
援
事
業

　

新
製
品
等
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
、新

規
成
長
市
場
分
野
の
開
拓
、同
業
種
お
よ
び

異
業
種
と
の
交
流
の
拡
大
、消
費
者
情
報
等

の
収
集
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

助�

成
内
容　
対
象
経
費
は
出
展
小
間
料
、旅

費
、小
間
装
飾
料
、製
品
運
送
料
、基
本
工

事
料
お
よ
び
光
熱
水
道
料
と
し
、１
出
展

に
つ
き
対
象
経
費
の
50
％
以
内
の
額（
20
万

円
を
限
度
。同
一
年
に
２
回
ま
で
。）

③
国
際
規
格
等
認
証
取
得
支
援
事
業

　

国
際
規
格（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）認
証
取
得
お
よ
び
国

際
規
格
に
加
え
て
要
求
事
項
を
追
加
し
た
規

格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
）の
認
証
取
得
を
す
る
場
合
に

そ
の
一
部
を
補
助
し
、経
営
基
盤
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

助�

成
内
容　
対
象
経
費
は
申
請
料
、基
本
料
、

審
査
料
、審
査
員
旅
費
、登
録
料
と
し
、対

象
経
費
の
50
％
以
内
の
額（
50
万
円
を
限

度
。新
規
取
得
に
限
る
。）

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
補
助
金

　

企
業
が
求
め
る
優
秀
な
人
材
確
保
を
目
的

に
行
う
学
生
就
業
体
験（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）を
推
進
し
、市
内
の
企
業
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

対�

象
者　
市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有

し
、学
校
教
育
法
に
基
づ
く
学
校
の
う
ち
、
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大
学（
学
校
に
置
く
大
学
院
含
む
）、短
期

大
学
、高
等
専
門
学
校
ま
た
は
専
門
学
校

の
学
生
を
受
け
入
れ
る
事
業
者

助�

成
内
容　

対
象
経
費
は
事
業
者
が
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
に
関
す
る
経
費

負
担
の
う
ち
、移
動
前
の
出
発
地
か
ら
本

市
ま
で
の
往
路
に
係
る
旅
費（
10
万
円
限

度
）、本
市
に
滞
在
す
る
経
費（
１
日
に
つ
き

２
千
円
）。

■
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
補
助
金

　

市
内
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、起
業
や
第

二
創
業
を
目
指
す
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

対�

象
事
業　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
起
業
ま

た
は
第
二
創
業
に
よ
り
創
り
出
さ
れ
る
事

業
※�

こ
こ
で
い
う
地
域
資
源
と
は
、市
内
で
採
れ
る
農

林
水
産
物
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・�

市
内
に
住
所
か
つ
事
業
所
を
設
置
ま
た
は
設

置
予
定
で
、起
業
、第
二
創
業
が
確
実
で
あ

る
具
体
的
な
計
画
を
有
す
る
個
人
ま
た
は

法
人

・�

起
業
ま
た
は
第
二
創
業
に
お
い
て
、２
名
以

上
の
新
規
常
用
雇
用
が
伴
う
こ
と（
３
親
等

以
内
の
親
族
除
く
。）

・�

許
認
可
等
を
要
す
る
業
種
の
場
合
は
、既
に

当
該
許
認
可
等
を
受
け
て
い
る
も
の
、ま
た

は
当
該
許
認
可
等
を
受
け
る
こ
と
が
確
実

に
認
め
ら
れ
る
も
の

・
非
営
利
団
体
で
な
い
こ
と

・�

暴
力
団
関
係
者
等
の
反
社
会
勢
力
で
な
い
こ

と
・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・�

補
助
対
象
外
業
種
で
な
い
こ
と（
別
に
定
め

て
い
ま
す
。）

助
成
内
容（
対
象
経
費
）

・�

事
業
拠
点
費
に
係
る
設
備
費
、機
械
器
具
費
、

構
築
物
費
で
、対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

の
額（
２
０
０
万
円
を
限
度
。）

・�

事
業
促
進
費
に
係
る
謝
金
、賃
借
料
、広
告

宣
伝
費
、人
件
費
、情
報
通
信
費
で
、対
象
経

費
の
３
分
の
２
以
内
の
額（
１
０
０
万
円
を

限
度
。）

■
新
製
品
開
発
等
支
援
事
業
補
助
金

　

地
域
資
源
の
価
値
を
再
発
見
し
、創
意
工

夫
に
よ
る
新
製
品
開
発
等
に
対
す
る
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
事
業　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

・�
市
内
の
中
小
企
業
者
が
実
施
す
る
事
業
で
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
製
品
等
の
研
究
、

試
作
品
開
発
で
、実
現
可
能
な
具
体
的
事
業

計
画
を
有
す
る
こ
と

・�

助
成
内
容（
調
査
研
究
・
製
品
等
開
発
）の
対

象
経
費
が
10
万
円
を
超
え
る
事
業
で
あ
る
こ

と※�

こ
こ
で
い
う
地
域
資
源
と
は
、市
内
で
採
れ
る
農

林
水
産
物
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・�

市
内
に
工
場
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る
中

小
企
業
者（
一
部
除
く
。）

・
３
名
以
上
の
常
用
雇
用
者
が
い
る
こ
と

助
成
内
容（
対
象
経
費
）

・�

調
査
研
究
に
係
る
調
査
費
、委
託
費
、研
修

費
、謝
金
で
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
の

額（
１
０
０
万
円
を
限
度
。）

・�

製
品
等
開
発
に
係
る
原
材
料
費
、設
備
導

入
費
、設
備
借
上
料
、外
注
加
工
費
、費
用

弁
償
で
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
の
額

（
２
０
０
万
円
を
限
度
。）

■
専
門
家
派
遣
制
度

　

経
営
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
第

二
創
業
・
新
分
野
進
出
、新
製
品
開
発
等
に
取

り
組
む
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
事
業
者　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・�

第
二
創
業
・
新
分
野
進
出
、新
製
品
開
発
等
を

行
い
、経
営
の
向
上
を
目
指
す
意
欲
あ
る
方

・�

第
二
創
業
・
新
分
野
進
出
、新
製
品
開
発
等

に
係
る
目
的
・
目
標
が
明
確
で
あ
る
方

・�

専
門
家
派
遣
に
よ
り
、支
援
の
効
果
が
期
待

で
き
る
状
況
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と

支�

援
内
容　
対
象
事
業
者
が
第
二
創
業
・
新

分
野
進
出
、新
製
品
開
発
等
の
課
題
に
応

じ
た
専
門
家
を
派
遣
し
て
も
ら
う
際
の
、

専
門
家
へ
支
払
う
謝
金
・
交
通
費
を
市
が

負
担
し
ま
す
。（
１
事
業
所
２
回
ま
で
。１

回
あ
た
り
上
限
４
万
２
千
円
。）

　

専
門
家
派
遣
に
つ
い
て
は
、市
と
対
象
事
業

者
で
協
議
し
、テ
ー
マ
に
沿
っ
た
専
門
家
を
選

定
し
ま
す
。ま
た
、事
業
者
が
自
ら
依
頼
し
た

専
門
家
で
も
可
能
で
す
。

※�

支
援
を
受
け
る
に
は
、専
門
家
派
遣
実
施
計
画

書
を
提
出
い
た
だ
き
、対
象
事
業
者
と
し
て
認

め
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

商
　
工
　
支
　
援
　
事
　
業

■
信
用
保
証
料
補
給
事
業

　

中
小
企
業
者
が
金
融
機
関
か
ら
新
潟
県
信

用
保
証
協
会
の
債
務
保
証
付
き
で
融
資
を
利

用
す
る
際
に
発
生
す
る
信
用
保
証
料
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対�

象
者　
「
補
給
対
象
制
度
」を
新
潟
県
信
用

保
証
協
会
の
債
務
保
証
付
き
融
資
で
利
用

さ
れ
る
方（
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
融
資
が
対
象
）

　

詳
し
い
助
成
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
空
き
店
舗
対
策
事
業
補
助
金

　

空
き
店
舗
を
活
用
し
て
新
規
開
業
さ
れ
る
際

に
、改
装
費
や
賃
借
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
着
工
前
に
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対�

象
者　
市
内
で
過
去
に
商
業
施
設
と
し
て

利
用
さ
れ
た
建
物
を
活
用
し
、新
た
に
事

業
を
営
も
う
と
す
る
方
。た
だ
し
、１
年
以

上
営
業
を
運
営
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

※�

対
象
区
域
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、諸
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対�

象
業
種　
設
備
工
事
業
、情
報
通
信
業
、卸

売
・
小
売
業
、一
般
飲
食
店
、医
療
業
、教

育
・
学
習
支
援
業
、サ
ー
ビ
ス
業
な
ど（
風

俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
23
年
法
律
第

１
２
２
号
）第
２
条
に
規
定
す
る
風
俗
営

業
及
び
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
の
開
業
は
、

補
助
対
象
外
。）

助
成
内
容

・�改
装
費　
開
業
前
に
改
装
す
る
補
助
経
費

の
２
分
の
１
以
内
の
額（
50
万
円
以
上
の
工

事
を
対
象
と
し
、限
度
額
は
50
万
円
。）

・�賃
借
料　
賃
借
料
の
２
分
の
１
以
内
の
額

（
限
度
額
は
１
月
あ
た
り
５
万
円
）

　

各
制
度
の
申
請
方
法
や
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

�

市
役
所
産
業
振
興
課（
商
工
振
興
係
・
企
業

支
援
係
）☎
63
―
３
７
９
１
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空き家を「売りたい！貸したい！」とお考えの方はいませんか？
空き家情報を佐渡市のホームページで紹介します。
　佐渡市では、定住促進事業として島内の空き家物件を佐渡市の
ホームページなどに公開し、定住を希望されている方々にご紹介し
ています。
　近年、佐渡への定住を希望し、空き家を探している旨の相談が多く寄せられていますが、空き家の登録
数が少ないため、十分な情報提供ができない状態が続いています。
　佐渡市内の物件で「売りたい！貸したい！」とお考えの所有者の方で、佐渡市のホームページ等に掲載
させていただける方は、市役所地域振興課離島交流係までご連絡ください。

※�佐渡市は空き家の情報提供や連絡調整を行います。交渉や契約等は当事者間で行っていただくことになります。また、佐
渡市は新潟県宅建協会新潟支部佐渡ブロックと協定を締結しておりますので、ご要望により仲介を受けることができます。

ドジョウ養殖助成事業のご案内
　平成 24 年度中に佐渡トキ保護センターと野生復帰ス
テーションに納入されたドジョウは 6,573㎏になりま
す。そのうち島内産ドジョウは 239㎏で納入されたド
ジョウのおよそ３％に留まっています。
　そこで市では、島内での生産体制を確立するため「ド
ジョウ養殖助成事業」を平成 18 年度から実施していま
す。この事業は島内でのドジョウの生産体制の整備を
図り、佐渡トキ保護センターや野生復帰ステーション
への供給ができるように、ドジョウ養殖を新規に始め
る農家や事業所に対して、資材費や工事費など必要経
費の一部を助成するものです。（初期投資費用の他に管
理運営費、稚魚等の購入費等の経費を助成します）
　この助成事業を希望される方、興味のある方は、市
役所農林水産課生物多様性推進室トキ政策係にお問い
合わせください。
お問い合わせ　市役所農林水産課生物多様性推進室
　トキ政策係（トキ交流会館内）☎２４―６０４０

増やそう緑 
減らそう山地災害

５月20日～６月30日は�
「山地災害防止月間」です

　近年は異常気象が相次ぎ、各地で山地災
害が起きていています。あなたの地域の災
害危険箇所がどこにあるかを知っておくこ
とは、災害に備えるためにとても大切です。
日ごろから、家族や地域ぐるみで、近くの山・
がけ・川などを点検してください。
　なお、異常な箇所を見つけたら、ご連絡
ください。
お問い合わせ
市役所農林水産課林業振興係

（市役所第２庁舎）☎６３―３７６１

調査

空き家
物件登録

登録

空き家情報提供

当事者間で交渉・契約

佐渡市
空き家情報
（ＨＰ）

空き家
所有者

Ｕ・Ｉターン希望者

空き家情報を募集しています！
担当窓口
市役所�地域振興課�離島交流係
☎�０２５９－６３－４１５２
�０２５９－６３－５１２５
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10月請求分(９月使用分)から下水道料金が改定されます
　平成 25 年 10 月請求分 ( ９月使用分 ) から、佐渡市の下
水道料金が統一され、佐渡市全地区で同じ料金体系となり
ます。
　今回は、現行水道料金以下の水準に下水道料金全体を引
き下げる方向で料金の見直しを行いました。一部地域では
料金が値上げになる場合もありますが、利用者の方へ公平
な負担をお願いするための料金統一ですので、ご理解くだ
さいますよう、よろしくお願いいたします。

　平成25年 10月請求分からの計算方法
　基本料金（10㎥まで）　　　　　1,800 円（税込）
　従量分（11㎥以上の１㎥あたり）　230 円（税込）

お問い合わせ
　佐渡市役所　上下水道課　☎５５―３１１５�( 代表 )

住宅用火災警報器の設置率は84.8％です！
�平成 25 年２月から、佐渡市の全世帯（事前に調査済みの世帯を除く。）を訪問し、住宅用火災警報器の設
置状況を調査しました。その結果がまとまりましたのでお知らせします。
平成24年度住宅用火災警報器設置調査結果（平成25年２月現在）

全世帯 調査済世帯 未調査世帯 設置世帯 設置率
佐渡市 24,794 22,581 2,213 19,138 84.8%
両 津 5,904 5,354 550 4,692 87.6%
相 川 3,230 2,908 322 2,516 86.5%
佐和田 3,985 3,531 454 2,972 84.2%
金 井 2,702 2,394 308 2,062 86.1%
新 穂 1,715 1,576 139 1,300 82.5%
畑 野 1,893 1,763 130 1,419 80.5%
真 野 1,989 1,806 183 1,467 81.2%
小 木 1,185 1,132 53 966 85.3%
羽 茂 1,304 1,259 45 1,010 80.2%
赤 泊 887 858 29 734 85.5%

　住宅用火災警報器の設置率は上がりましたが、未だに設置されていない世帯があります。平成 23 年６
月１日から全ての住宅�に設置が義務化されました。夜間就寝中の火災の早期発見に大変有効ですので、設
置されていない世帯については早急に設置をお願いします。

【住宅用火災警報器を設置しなければならない場所】
　○寝室（出入口側の天井または天井付近の壁に取り付ける）
　○階段（踊り場の天井または天井付近の壁に取り付ける。※寝室が２階にある場合のみ。）
　※台所、居間への設置義務はありませんが、火災の早期発見に有効ですので設置をおすすめします。

　平成 25 年になり、死者、負傷者を伴う火災が多く発生しています。火の取り扱いの注意はもとより、
火災を発見した時は、初期消火は必要ですが決して無理をせず、消防署への通報、周囲への協力依頼など
の対応をお願いします。
お問い合わせ　佐渡市消防本部　予防課☎５１―０１２３

使用量あたりの下水道料金
使用量
（㎥）

新しい下水道料金（円）
合計（税込）基本料 超過分

10 1,800 1,800 0
15 2,950 1,800 1,150
20 4,100 1,800 2,300
30 6,400 1,800 4,600
40 8,700 1,800 6,900
50 11,000 1,800 9,200
100 22,500 1,800 20,700
200 45,500 1,800 43,700
500 114,500 1,800 112,700
1000 229,500 1,800 227,700
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　             んにちは国際交流員です
　市では、東アジアをはじめとする国際交流の発展や、外国人観光客の受入体
制を強化していくため、国際交流員を配置しています。国際交流員は、通訳・翻
訳のほか、佐渡市の国際交流・国際観光事業の支援を行います。今年４月に国
際交流員が入れ替わりましたのでご紹介します。

　佐渡の皆さま、はじめまして。私は、佐渡市に新しく参りました国際交流員の
楊蕾（ヤン�レイ）です。中国江蘇省の揚州(ようしゅう)という所で生まれ、今年で
25歳になります。
　今までに来日の経験は二度あり、日本語の勉強のために留学をしました。今
回は仕事で佐渡にやってきました。日本に住むことは初めてではないとはいえ、
佐渡に来て、佐渡の景色、人の優しさ、食の豊かさに驚き、新たな経験ができる
ことに期待をしています。
　４月12日、佐渡に到着した日に、職場の歓迎会が開かれ、そこで味わった佐
渡の海の幸や郷土料理の味は一生忘れられません。もちろん、お米も格別にお
いしく感じました。そして、その日、海辺で見た夕日の美しさに感動しました。

　４月はお祭りの時季であり、にぎやかな鬼太鼓を拝見することができました。地域の皆さんが力を合わせ、一生
懸命太鼓を叩いたり、掛け声を叫んだりしている姿に、鬼太鼓という伝統芸能の魅力を身近に感じました。
　また、中国となじみ深いトキを近くで観察することもできました。私は、中国人なのに、意外にトキという貴重な
鳥について何も知りませんでした。資料館ではトキに関する歴史や生態などの知識が得られ、大変勉強になりま
した。
　佐渡のさまざまな魅力をこれから一年間かけて、じっくり味わおうと思っています。また、国際交流員として、日
中友好、佐渡と中国の交流事業のために、精一杯頑張ります。

　平
へい

成
せい

25 年
ねん

７月
がつ

８日
にち

から、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の方
かた

についても住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

ネットワー
ク（住

じゅう

基
き

ネット）の運
うん

用
よう

が開
かい

始
し

されます。
　これにともない、外

がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の方
かた

も
住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

台
だい

帳
ちょう

カード（住
じゅう

基
き

カード）の
交
こう

付
ふ

、公
こう

的
てき

個
こ

人
じん

認
にん

証
しょう

サービス、住
じゅう

民
みん

票
ひょう

の
写
うつ

しの広
こう

域
いき

交
こう

付
ふ

など、住
じゅう

基
き

ネットを利
り

用
よう

したサービスを受
う

けることができるよう
になります。
　運

うん

用
よう

開
かい

始
し

後
ご

、佐
さ

渡
ど

市
し

に住
じゅう

民
みん

登
とう

録
ろく

されて
いる外

がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

の方
かた

へ「住
じゅう

民
みん

票
ひょう

コード」
を通

つう

知
ち

する予
よ

定
てい

です。
　詳

くわ

しくはお問
と

い合
あ

わせください。

お問
と
い合

あ
わせ

　市
し

役
やく

所
しょ

　市
し

民
みん

生
せい

活
かつ

課
か

　戸
こ

籍
せき

係
かかり

　☎６３―５１１２

佐渡スポーツハウス教室受講生募集！
■成人水泳教室　７月生募集中

日　程� ７月４日、11 日、18 日（木曜日）
時　間� 19：00 ～ 20：00
対　象� 18 歳以上　　定　員　15 名（初級～中級者）
受講料　1,200 円（３回分。プール使用料が別途必要）
※通年で毎月企画しています。

■科学的健康シェイプアップ教室②　６月生募集中
日　程� ６月 13 日、20 日、27 日、
� ７月４日、11 日、18 日、25 日、８月１日（予備日）
� 初回と最終回は体力チェック実施
� 毎週木曜日　昼の部・夜の部　各 90 分　７回
受講料� 3,000 円（トレーニング室使用料が別途必要）

■１時間ショートレッスン　水泳・トレーニング
日　時� 受講者の希望にそって指導者と日程調整
対　象� 初心者～中級者
内　容� ご要望に応じます。
受講料� １名 500 円
� （プール・トレーニング室使用料が別途必要）
※１名～グループでの受講も可能です。
【申�込方法】館内設置の申込用紙に受講料を添えてお申し込

みください。電話、ＦＡＸでは受付けていません。
お問い合わせ　佐渡スポーツハウス☎５５―２５６６

外
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国
こ く

人
じ ん

住
じゅう

民
み ん
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か た
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住
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民
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基
き

本
ほ ん

台
だ い

帳
ちょう

ネットワーク
の運

う ん

用
よ う

が開
か い

始
し

されます

こ



日　時� ６月15日㈯　午後１時15分～４時30分
会　場� �トキのむら元気館　コミュニティホール

（新穂瓜生屋３６２－１）　　入場無料
第１部� 寸劇と講演
　寸劇�「�母さんに後見人がつきました～後見人っ

てなんだっちゃ～ !?」
　講演�「�佐渡市の成年後見拡充への取組み～成年

後見センター設立から市民後見人等養成
へ～」

� 法テラス佐渡法律事務所
� 弁護士　水島俊彦氏
第２部　報告とパネルディスカッション
　報告　「市民が後見人になれるのか？」
　パネル�ディスカッション　先進地での取組み、

行政や福祉関係者等によるパネルディス
カッション

お問い合わせ　�佐渡市社会福祉協議会　成年後見
センター　☎８１―１１５５

～成年後見制度とは～
　認知症や知的・精神障がいなどが理由で、ご
自分で不動産や預貯金などの財産を管理したり、
介護サービスや施設入所に関する契約をしたり
することが難しい場合があります。このような
判断能力の不十分な方を保護し、支援すること
を目的としています。

心配ごと相談日（6/15～7/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困りごとを気軽に相
談できる窓口を開催しています。お住まいの地区
以外での相談もできますので、ぜひご利用ください。
相談は無料、予約は不要です。直接、開催日にお越
しください。秘密は守られます。
地区 相談日 時間 会場

両　津

6月23日㈰
7月2日㈫
7月13日㈯

13:00～16:00 両津福祉センター
しゃくなげ

7月7日㈰ 18:00～20:00

相　川

6月16日㈰
6月22日㈯

9:00～12:00 ワイドブルーあいか
わ7月3日㈬

7月10日㈬
佐和田 6月27日㈭ 9:00～12:00 佐渡中央会館

金　井 7月10日㈬ 9:00～12:00
金井デイサービスセ
ンターしゃくなげの
里

松ヶ崎 7月10日㈬ 9:00～12:00 松ヶ崎総合センター

小　木 7月3日㈬ 13:30～16:30 小木多目的集会施設
（あゆす会館）

事業に関するお問い合わせ先
　社会福祉協議会本所　☎８１―１１５５
※�こちらの電話ではご相談は受付けておりません。相談を希

望される方は、直接会場にお越しください。

戦没者
遺児による慰霊友好親善事業について
　日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親
善事業」の参加者を募集しています。同事業は、厚
生労働省から補助を受け実施しており、先の大戦
で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、父
等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとと
もに、同地域の住民と友好親善をはかることを目
的としています。費用は、参加費として９万円です。
　日程等の詳細は、日本遺族会事務局までお問い
合わせください。お申し込みは、お住まいの各都道
府県遺族会となります。

実施地域
【�広域地域】①旧満州、②西部ニューギニア、③アッ
ツ島、④旧ソ連、⑤中国（１次）、⑥マリアナ諸島、
⑦東部ニューギニア（１次）、⑧ボルネオ・マレー
半島、⑨トラック・パラオ諸島、⑩ソロモン諸島、⑪
フィリピン（１次）、⑫ミャンマー・ベトナム（１次）、
⑬台湾・バシー海峡、⑭東部ニューギニア（２次）、
⑮ミャンマー・インド（２次）、⑯フィリピン（２次）、
⑰中国（２次）
【�特定地域】①ビスマーク諸島、②西部ニューギニ
ア、③マーシャル・ギルバート諸島
お問い合わせ
日本遺族会事務局☎０３－３２６１－５５２１

成年後見シンポジウム「市民で支えあう佐渡の未来」を開催します
　佐渡市では認知症高齢者、一人暮らし高齢者の増加に伴い、成年後見制度の必要性が高まってきています。
増大していくニーズに、後見人が不足しています。この状況を解決するために、新たな後見人・支援者と
しての市民による取組みが必要とされています。
　佐渡市社会福祉協議会成年後見センターでは、市民後見人等の養成・成年後見制度の普及啓発を目的に
シンポジウムを開催します。楽しい寸劇もあります。安心して暮らせる地域、共に支えあう地域づくりの
ために、たくさんの方の参加をお待ちしています。
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新
潟
大
学 

朱
鷺
・
自
然
再
生
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

調
査
・
研
究
活
動
報
告

　

新
潟
大
学
で
は
大
学
の
重
点
課
題
と
し
て
、

平
成
20
年
12
月
に
、研
究
推
進
機
構
超
域
学

術
院
の「
超
域
朱
鷺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上

げ
、佐
渡
島
を
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、「
朱

鷺
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
自
然
再
生
と
地
域
づ

く
り
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
」を
進
め
て
き

ま
し
た
。平
成
22
年
４
月
に
は
、佐
渡
市
新
穂

地
区
に
、「
新
潟
大
学
朱
鷺
・
自
然
再
生
学
研

究
セ
ン
タ
ー
」が
開
所
し
、今
日
ま
で
佐
渡
で

の
研
究
・
教
育
・
社
会
貢
献
活
動
の
拠
点
と
し

て
機
能
し
て
き
ま
し
た
。佐
渡
市
寄
附
講
座
、

お
よ
び
、佐
渡
市
か
ら
の
業
務
委
託「
佐
渡
動

植
物
生
息
実
態
調
査
」の
２
つ
の
事
業
の
概
要

と
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、

後
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
が
、こ
こ
で
は
、「
朱

鷺
・
自
然
再
生
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」の
最
近
の

研
究
教
育
活
動
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
、少
し

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ト
キ
に
関
し
て
は
、野
生
放
鳥
さ
れ
た
ト

キ
の
採
餌
・
繁
殖
行
動
の
観
察
に
よ
り
、生
存

率
や
繁
殖
成
績
に
何
が
影
響
す
る
の
か
を
調

べ
て
い
ま
す
。幸
い
こ
の
研
究
は
平
成
25
年
度

か
ら
の
３
年
間
、環
境
省
総
合
推
進
費
の
援

助
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、「
再
導
入
に
よ
る

希
少
鳥
類
の
保
全
手
法
の
確
立
」を
目
指
し

て
い
ま
す
。ま
た
、キ
セ
ン
城
に
造
成
し
た「
ビ

オ
ト
ー
プ
の
維
持
管
理
」と「
朱
鷺
の
島
環
境

再
生
リ
ー
ダ
ー
養
成
ユ
ニ
ッ
ト
」も
セ
ン
タ
ー

の
重
要
な
活
動
で
す
。リ
ー
ダ
ー
養
成
で
は
、

自
然
再
生
農
林
業
・
ト
キ
モ
ニ
タ
ー
・
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
・
環
境
教
育
・
環
境
行
政
の
コ
ー

ス
で
、す
で
に
78
名
の
修
了
者
を
出
し
、最
終

的
に
は
２
８
０
名
の
修
了
者
数
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
「
超
域
朱
鷺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、平
成
26
年

12
月
に
終
了
し
ま
す
の
で
、現
在
、セ
ン
タ
ー

内
で
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
次
期

研
究
組
織
の
構
想
を
練
っ
て
い
ま
す
。基
本
的

に
は
今
の
研
究
内
容
を
発
展
さ
せ
て
い
く
つ

も
り
で
す
が
、佐
渡
に
あ
る
新
潟
大
学
の
２
施

設（
臨
海
実
験
所
と
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
）と
の
共
同
で
、海
・
里
・
山
の
総

合
的
管
理
の
研
究
を
す
る
分
野
や
、地
域
の

伝
統
文
化
の
研
究
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

佐
渡
は
島
で
あ
る
た
め
交
通
上
、観
光
に
は
不

利
で
は
あ
り
ま
す
が
、研
究
上
で
は
境
界
が
明

確
で
あ
る
と
い
う
有
利
さ
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

佐
渡
の
面
積
は
、海
・
里
・
山
が
適
当
な
規
模

で
存
在
し
、地
域
社
会
と
し
て
独
立
し
た
人

口
規
模
も
持
っ
て
い
ま
す
。セ
ン
タ
ー
の
研
究

は
、人
間
社
会
と
自
然
生
態
系
を
ひ
と
つ
の
ま

と
ま
り
と
し
て
扱
う
文
理
融
合
の
分
野
で
あ

り
ま
す
が
、佐
渡
は
、こ
の
よ
う
な
地
域
の
自

然
・
社
会
の
再
生
を
研
究
す
る
上
で
う
っ
て
つ

け
の
場
所
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
こ
で
の
研
究

が
、日
本
の
、さ
ら
に
は
世
界
の
地
域
問
題
に

貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
潟
大
学�

朱
鷺
・
自
然
再
生
学
研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長�　

山　

村　

則　

男

■
佐
渡
市
寄
附
講
座

　

本
講
座
で
は
平
成
26
年
３
月
ま
で
の
３
年

間
、農
林
水
産
業
を
軸
と
し
た
自
然
再
生
活

動
と
地
域
経
済
が
好
循
環
す
る「
環
境
経
済

シ
ス
テ
ム
の
構

築
」に
向
け
た
研

究
教
育
に
取
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、本

講
座
２
年
目（
平

成
24
年
度
）の
活

動
と
成
果
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。ご
報
告
に
あ
た
り
、調
査

研
究
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
こ
ん
な
研
究
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す

⑴��

水
田
の
生
物
多
様
性
指
標
と
な
る
生
物

群
の
選
定

　

水
田
に
生
息
す
る
貝
や
水
生
昆
虫
と
い
っ

た
底
生
動
物
は
、種
類
が
多
く
、正
確
に
分
類

す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。比
較
的
容
易
に
分

類
で
き
る
底
生
動
物
の
う
ち
、巻
貝（
マ
ル
タ

ニ
シ
な
ど
）、水
生
カ
メ
ム
シ（
タ
イ
コ
ウ
チ
な

ど
）、ト
ン
ボ
の
幼
虫（
ア
キ
ア
カ
ネ
な
ど
）、コ

ウ
チ
ュ
ウ（
コ
ガ
ム
シ
な
ど
））の
分
類
群
数
が
、

多
く
の
底
生
動
物
の
分
類
群
数
を
比
較
的
よ

く
代
表
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

⑵��
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
種
と
し
て
の
サ
ド
ガ
エ

ル
の
保
全
方
針

　

佐
渡
固
有
種
で
あ
る
サ
ド
ガ
エ
ル
の
生
息

状
況
を
遺
伝
構
造
に
着
目
し
て
分
析
し
た
と

こ
ろ
、海
岸
地
域
と
水
田
地
域（
国
中
平
野
）

で
は
個
体
群
分
断
の
程
度
が
高
く
、そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
保
全
単
位
と
捉
え
る
べ
き
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
国
中
西
部
地
域
で

は
非
常
に
局
所
的
な
分
布
が
見
ら
れ
、水
田

の
江
や
湛
水
等
に
よ
る
保
全
が
重
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

⑶�

環
境
保
全
型
農
法
の
取
組
効
果

　

こ
れ
ま
で
に
農
家
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得

て
島
内
各
地
で
行
っ
た
生
き
も
の
調
査
か
ら
、

「
生
き
も
の
を
育
む
農
法
」の
う
ち
、「
江
の
設

置
」は
夏
冬
と
も
に
底
生
動
物
の
分
類
群
数
の

増
加
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。「
冬
期
湛
水
」に
つ
い
て
は
、認
証

の
有
無
よ
り
も
、実
際
の
湛
水
状
況（
期
間
・

水
深
）が
底
生
動
物
の
分
類
群
数
の
増
加
に

影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
新
穂
の
実
験
田
に
お
い
て
早
期
湛
水
・

中
干
し
の
効
果
を
調
べ
た
結
果
、早
期
湛
水
の

取
組
み
は
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
塊
数
を
増

や
す
こ
と
、中
干
し
中
止
の
取
組
み
は
ア
シ
ナ

ガ
グ
モ
類
の
個
体
数
を
増
や
す
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。カ
エ
ル
や
ク
モ
と
い
っ
た
捕
食
者

が
増
加
す
る
と
、農
業
害
虫
の
発
生
が
抑
え

ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑷��

環
境
保
全
型
農
業
に
対
す
る
農
業
者
の

取
組
意
識

　

平
成
23
年
中
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、環
境
保
全

型
の
栽
培
方
法
・
農
法
に
対
す
る
難
易
度
の

評
価
が
、「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
制

度
」の
認
証
取
得
農
家
と
そ
の
他
の
農
家
で
異

な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。難
易
度
の
正
確

な
理
解
・
周
知
に
よ
り
、新
た
に
認
証
に
取
組

む
農
家
が
増
え
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑸�

佐
渡
米
の
品
質
特
性

　

平
成
24
年
産
米
で
冬
期
・
早
期
湛
水
お
よ

び
中
干
し
の
有
無
別
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
、米

飯
物
性
や
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
量
に
つ
い
て
差
が
認

め
ら
れ
、こ
れ
ら
の
農
法
が
米
の
物
理
化
学
特

野浦地区における研修・聞
取り調査（桑原撮影）
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性
に
影
響
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。タ

ン
パ
ク
質
含
量
や
糊
化
粘
度
に
は
ほ
と
ん
ど

差
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。地
区
別
で
は
、23

年
産
米
と
24
年
産
米
で
傾
向
が
異
な
っ
て
お

り
、さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
す
。

⑹��

冬
期
湛
水
実
施
農
業
経
営
の
現
状
と
課
題

　

冬
期
湛
水
の
先
行
的
取
組
経
営
体
の
実
態

に
つ
い
て
、佐
渡
、宮
城
県
大
崎
市
、兵
庫
県

豊
岡
市
の
３
地
域
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、①

農
地
集
積
・
冬
期
水
利
体
制
の
必
要
性
、②
単

収
の
下
落
・
不
安
定
化
の
傾
向
、③
直
販
に
よ

る
高
価
格
販
売
と
い
う
特
徴
が
共
通
し
て
み

ら
れ
ま
し
た
。現
時
点
で
は
①
と
②
の
課
題

を
③
に
よ
っ
て
補
償
す
る
構
造
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
的（
①
）・
技
術
的（
②
）な
課
題
の
克
服

と
、販
売
体
制（
③
）の
さ
ら
な
る
強
化
が
重

要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑺��

消
費
者
行
動
分
析
に
基
づ
く
佐
渡
米
販

売
戦
略

　

消
費
者
ウ
ェ
ブ
調
査
結
果
の
分
析
に
よ
り
、

圃
場
の
生
物
量
・
減
減
栽
培
・
食
味
評
価
が
非

常
に
高
い「
食
味
・
生
態
系
重
視
層
」が
、消
費

者
の
約
３
割
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。こ
の
層
が
販
売
戦
略
上
の
重
要
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
新
潟

産
米
と
比
較
し
て「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く

り
認
証
米
」は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で「
佐
渡
産
米
」の
認
知
度
は
高
く
な
く
、

食
味
や
生
態
系
配
慮
等
の
情
報
伝
達
が
重
要

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑻��

農
地
の
順
応
的
管
理
の
た
め
の
数
理
モ
デ

ル
デ
ザ
イ
ン

　

本
講
座
で
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
知
見
・
成

果
に
基
づ
い
て
、「
生
態
系
」と「
人
間
の
選
択

（
行
動
）」を
連
結
し
た
数
理
モ
デ
ル
を
構
築

し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、環
境
と
経
済
の
双
方

に
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、水

田
に
お
け
る
生
物
量
増
加
や
環
境
保
全
型
農

業
の
取
組
み
に
対
す
る
助
成
制
度
だ
け
で
は

十
分
で
な
く
、認
証
米
の
販
売
戦
略
の
高
度

化
や
米
の
品
質
向
上
等
、認
証
米
の
購
入
量

を
増
加
さ
せ
る
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

◆
研
究
成
果
の
と
り
ま
と
め・政
策
提
言

　

平
成
25
年
度
は
本
講
座
の
最
終
年
度
に
あ

た
り
ま
す
。現
場
で
の
調
査
研
究
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、最
終
と
り
ま
と
め
・
提
言
に
向
け

て
検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。引
き
続
き

皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
佐
渡
動
植
物
生
息
実
態
調
査

　

佐
渡
に
は
ト
キ
だ
け
で
な
く
、固
有
種
の
サ

ド
ガ
エ
ル
や
サ
ド
モ
グ
ラ
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

動
植
物
が
生
息
し
ま
す
。豊
か
な
生
物
相
は
佐

渡
の
魅
力
・
資
源
で
す
。佐
渡
市
で
は
平
成
24
年

度
に
、生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
的
利
活
用

に
つ
い
て
示
し
た「
生
物
多
様
性
佐
渡
戦
略
」を

策
定
、生
物
多
様
性
の
保
全
と
利
活
用
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

生
物
多
様
性
の
保
全
・
利
活
用
に
は
、生
物

目
録
の
整
備
が
必
要
で
す
。い
つ・
ど
こ
で
、ど
ん

な
生
物
が
記
録
さ
れ
た
か
、写
真
や
標
本
は
あ

る
か
、と
い
っ
た
情
報
を
共
通
デ
ー
タ
に
ま
と

め
、市
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

参
加
型
保
全
策
の
重
要
な
土
台
で
す
。こ
れ
ま

で
佐
渡
島
の
生
物
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
が
、情
報
は
論
文
や
報
告
等
に

散
在
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、分
類
群
に
よ
っ
て

は
調
査
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。そ

の
た
め
、佐
渡
市
か
ら「
佐
渡
動
植
物
生
息
実

態
調
査
」業
務
の
委
託
を
新
潟
大
学
が
受
け
、

情
報
を
一
つ
に
ま
と
め
る
と
同
時
に
、動
植
物
を

調
査
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
分
類
群
は
、哺
乳
類
、鳥
類
、両

生
・
爬
虫
類
、淡
水
魚
類
、昆
虫
類
、ク
モ
類
、陸

水
産
大
型
甲
殻
類（
エ
ビ
・
カ
ニ
の
仲
間
）、陸

産
・
淡
水
産
貝
類
、海
産
動
植
物
、維
管
束
植

物（
種
子
植
物
と
シ
ダ
類
）、コ
ケ
類
、菌（
キ
ノ

コ
）類
と
多
岐
に
わ
た
り
、各
分
類
群
の
専
門
家

が
担
当
、分
類
群
ご
と
に
既
存
の
文
献
情
報
の

収
集
と
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。委
託
期
間
は
、

平
成
24
年
８
月
か
ら
平
成
27
年
２
月
ま
で
で

す
。平
成
24
年
度
は
、事
業
開
始
が
８
月
で
あ
っ

た
た
め
、文
献
調
査
し
か
実
施
で
き
な
か
っ
た

分
類
群
も
あ
り
ま
す
。他
方
、現
地
調
査
で
い
く

つ
か
の
重
要
な
知
見
が
得
ら
れ
て
い
る
分
類
群

も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、佐
渡
で
越
冬
す
る
森
林

性
鳥
類
の
種
構
成
は
、大
佐
渡
で
は
本
州
中
北

部
に
近
い
が
、小
佐
渡
で
は
西
日
本
に
近
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。魚
類
調
査
で
捕
獲
さ
れ
た
ク
ロ

ヨ
シ
ノ
ボ
リ
は
、県
内
で
も
ご
く
限
ら
れ
た
地

域
に
し
か
生
息
が
知
ら
れ
ず
、佐
渡
で
は
35
年

ぶ
り
の
確
認
で
し
た
。オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
確
認

さ
れ
た
り
、県
内
初
記
録
の
ク
モ
類
が
記
録
さ

れ
た
り
、新
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。調
べ
る
ほ
ど

に
佐
渡
の
動
植
物
の
面
白
さ
・
豊
か
さ
が
明
ら

か
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

本
事
業
で
は
、研
究
者
だ
け
で
な
く
市
民
に

も
佐
渡
の
動
植
物
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
基
礎
情
報（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）構
築
を
目
指

し
て
い
ま
す
。得
ら
れ
た
情
報
を
ど
う
利
活
用

す
る
か
、基
礎
に
な
る
議
論
も
行
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
成
果
を
も
と
に
し
て
、今
後
、佐
渡
版

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
計
画
で
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
は
、多
く
の
分
類
群
で
現

地
調
査
実
施
の
予
定
で
、調
査
員
は
腕
章
を
し

て
調
査
に
あ
た
り
ま
す
。本
事
業
の
調
査
員
が
、

皆
さ
ま
の
ご
近
隣
に
お
邪
魔
す
る
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。本
事
業
に
関
し
て
、皆
さ
ま

の
ご
意
見
も
承
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ど

う
ぞ
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※�国の準絶滅危惧種であるオオムラサキの
幼虫が佐渡で確認されました。佐渡での
記録はありましたが、なかなか確認できな
かったので、貴重な生息の証拠です。

オオムラサキの幼虫 国蝶 オオムラサキ
（大脇撮影）
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敬老祝品を贈呈しました
　今年度から市では、敬老の意を表しその長寿を
祝福して、95 歳、100 歳、105 歳（以後５歳ごと）
の方に敬老祝品を贈呈します。
　100 歳の誕生日を迎えられた方には、希望によ
り市長が訪問して祝品を贈呈します。
　４月 22 日㈪、100 歳の誕生日を迎えられた方
を今年度市長がはじめて訪問し、長寿をお祝いし
て敬老祝品を贈呈しました。

加藤登紀子さんの 
ミニコンサートが行われました
　５月 19 日㈰、椎崎諏訪神社で加藤登紀子さん
のミニコンサートが行われ、およそ 400 名が訪
れ歌声に聴き入りました。
　佐渡市・新潟市交流事業として新潟市の小学生
と市民団体が佐渡を訪れ、田植え体験やトキふれ
あいプラザの見学などを行った後、椎崎諏訪神社
を会場に両市の交流会が行われ、両市の小学生か
ら交流の体験発表がありました。続いて行われた
コンサートでは、佐渡のダンサー若林美津枝さん
による「朱鷺の舞」が披露され、観客を魅了しま
した。加藤登紀子さんの歌では、観客は静かに聞
き入ったり、大きな手拍子で盛り上がったりと、
会場は熱気に包まれていました。

行谷小学校の６年生が 
福島県川

か わ

南
な み

小学校の６年生と
交流しました

　５月９日㈭、行谷小学校の６年生 13 名が、修
学旅行で佐渡を訪れた福島県の会津若松市立川南
小学校の６年生 29 名と、トキの森公園で交流し
ました。
　両校は修学旅行でお互いの学校を訪れるなどの
交流を行っていて、行谷小の児童が「トキふれあ
いプラザ」や「トキ資料展示館」でトキの生態な
どの解説を行いました。
　６月には、行谷小学校が修学旅行で会津若松市
を訪れて交流を行います。

スポーツＧＯＭＩ拾い大会 
ｉｎ佐渡が開催されました

　５月３日㈮「スポーツＧＯＭＩ拾い大会ｉｎ佐
渡」が両津湊地区で開催されました。
　ルールは、１チーム５名以内で、湊地区の決め
られた範囲内のゴミを制限時間60分以内に拾いま
す。ゴミには種類ごとにポイントが決められ、そ
の合計点を競い合いました。
　佐渡で初めての開催となった今回は、25 チーム
およそ 120 人が参加しました。
　閉会式では、ぜひ第２回を開催してほしいとの
声もあがり、参加者は大いに楽しんだようでした。



越後国域確定1300年記念事業  リレー講演会『弥生・古墳時代の新潟県』
　和銅５年（712 年）の越後国域確定から平成 24 年で 1300 周年を迎え、昨年度に引き続き、今年度は
越後国の母体となった弥生・古墳時代をテーマに、県の成り立ちや魅力を知る講演会を開催します。あわ
せて発掘調査で出土した資料も展示します。

日時　７月７日㈰　午後１時～３時 30 分　　会場　佐渡島開発総合センター（市役所両津支所隣）

講演内容
　「弥生時代における佐渡の玉作遺跡の重要性」　講師　寺村　光晴　氏（和洋女子大学名誉教授）
　「佐渡の弥生～古墳時代の遺跡」　　　　　　　講師　鹿取　渉（佐渡市世界遺産推進課主任）
入場・資料代　無料　　定員　100 名（先着順）
申込期限　７月５日㈮まで（定員になり次第締め切ります）
申込方法　�電話、ＦＡＸ、メール、郵送でお申し込みください。その際に氏名・住所・電話番号をお知ら

せください。※駐車場に限りがありますので、車でお越しの方はなるべく相乗りでお願いします。

お申し込み・お問い合わせ　市役所世界遺産推進課　文化財室
　☎６３―３１９５　　ＦＡＸ６３―３１９７　　メール k-bunka@city.sado.niigata.jp
　〒９５２－１２０９　佐渡市千種２４６番地１
主催　新潟県教育委員会　　共催　佐渡市教育委員会

市役所では、省エネルギー
の取組として、冷房温度の設定を28℃としています

　６月から９月の間を軽装の励行期間として「クールビズ」
に取り組んでいます。
　皆さんのご家庭や職場でも「冷房温度の設定」や「夏季の
軽装」などの取組にご協力をお願いします。（市役所環境対
策課）

「佐渡市一斉清掃」 
参加者募集！

期間　６月 29 日㈯、30 日㈰
　　　　※予備日：７月６日㈯、７日㈰
場所　集落内道路や海岸（湖岸）等

　今年も「美しい島づくり」の一環として実施し
ます。夏のレジャーシーズン前に、皆さんで佐渡
をきれいにしましょう。参加いただける方は、各
地区の市政
事務嘱託員
さんへご連
絡ください。

お問い合わせ
　市役所環境対策課☎６３―３１１３
　または、各支所・行政サービスセンター

　佐渡市緊急情報伝達システム　 
申し込みはお済みですか？

　市では戸別
受信機の申込
受 付 を 随 時
行っています。
お申し込みは、
本庁、各支所
お よ び 行 政
サービスセンターに備え付けの申込用紙に必要
事項を記入の上、提出してください。
お問い合わせ
　市役所総務課防災危機管理室危機管理係
　☎６３―５１３５
戸別受信機の通信障害や故障等についての
お問い合わせは

☎025–271–2700
※24時間対応です

13
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お
　
知
　
ら
　
せ

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

　

佐
渡
市
消
防
本
部
で
は
、
心
臓
・
呼
吸

が
止
ま
っ
た
時
に
行
う
心
肺
蘇そ

生せ
い

法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う

講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
、
友
人
が
万
が
一
の
時
の

た
め
に
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
知
識
と
技
術

を
身
に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

６
月
の
講
習

日
時　
６
月
30
日
㈰
午
後
１
時
～

場
所　
相
川
消
防
署　

会
議
室

定
員　
５
名
程
度
（
小
学
５
年
生
以
上
）

申
込
期
限　
６
月
28
日
㈮

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
相
川
消
防
署
（
救
急
・
救
助
係
）

　

☎
74
―
３
１
２
４

　

７
月
は
中
央
消
防
署
で
講
習
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

甲
種
防
火
管
理「
再
講
習
」開
催

日
時　
７
月
９
日
㈫

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

会
場　
市
消
防
本
部
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
（
八
幡
58
番
地
）

定
員　
１
０
０
名

申
込
受
付
期
間

　

６
月
14
日
㈮
～
６
月
28
日
㈮

受
講
料　
１
５
０
０
円

受
講
申
込
書

　

市
消
防
本
部
（
予
防
課
）
ま
た
は
最
寄

り
の
消
防
署
に
備
え
て
い
ま
す
。
市
消

防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

city.sado.niigata.jp/fire119

）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

こ
の
講
習
は
、
集
会
場
・
遊
技
場
・
店

舗
・
ホ
テ
ル
・
病
院
な
ど
不
特
定
多
数
の

人
が
出
入
り
す
る
建
物
の
う
ち
、
収
容
人

員
が
３
０
０
人
以
上
の
建
物
に
選
任
さ
れ

て
い
る
防
火
管
理
者
が
受
講
義
務
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部
・
中
央
消
防
署
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
51
―
０
１
２
３

両
津
消
防
署　
　
　

☎
27
―
３
５
５
５

相
川
消
防
署　
　
　

☎
74
―
３
１
２
４

南
佐
渡
消
防
署　
　

☎
88
―
３
１
１
９

児
童
手
当
現
況
届
の
お
知
ら
せ

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
年
、
引
き
続
き
児
童
手
当
を
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
「
現
況

届
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
６
月
中
旬
に

案
内
と
現
況
届
の
用
紙
が
ご
自
宅
に
郵
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
６
月
17
日
㈪
か
ら
６
月

28
日
㈮
ま
で
の
間
に
、
市
役
所
社
会
福
祉

課
、
ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、
６
月
分

以
降
の
児
童
手
当
の
支
払
い
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
） 

相
談
・
検
査
の
ご
案
内

　

佐
渡
は
B
型
肝
炎
と
診
断
さ
れ
る
方
の

割
合
が
県
平
均
の
2
倍
以
上
で
す
。
ぜ
ひ

一
度
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　

６
月
24
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

　

７
月
８
日
㈪　

午
後
１
時
～
７
時

　

７
月
22
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　
佐
渡
保
健
所

　
　
　
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１
）

料
金　
無
料�

お
申
し
込
み

　

検
査
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
電
話
☎
74
―

４
３
０
０
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
の
ご
案
内

日
時

　

６
月
24
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

　

７
月
８
日
㈪　

午
後
１
時
～
７
時

　

７
月
22
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　
佐
渡
保
健
所

　
　
　
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１
）

料
金　
無
料�

お
申
し
込
み

　

検
査
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
電
話
☎
74
―

４
３
０
０
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

新
星
学
園
で
余
暇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
無
償
）
を
募
集
し
ま
す

　

新
星
学
園
で
は
、
学
校
か
ら
帰
っ
て
き

た
子
ど
も
達
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー

ム
、
工
作
等
を
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募�

集
す
る
方　
18
歳
以
上
の
方
で
、
性
別

は
問
い
ま
せ
ん

希
望
す
る
曜
日
と
時
間

　

月
～
金
曜　

午
後
３
時
～
５
時

　

土
、
日
曜　

午
後
１
時
～
３
時

※
職
員
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
新
星
学
園
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
新
星
学
園

　

☎
22
―
２
０
４
７

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
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お
　
知
　
ら
　
せ

オ
ス
ト
メ
イ
ト
社
会
適
応 

　

訓
練
講
習
会
を
行
い
ま
す

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
口
膀

胱
保
有
者
）
と
ご
家
族
、
ま
た
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
に
関
わ
る
職
業
の
方
や
関
心
の
あ

る
一
般
の
方
を
対
象
に
、
社
会
適
応
訓
練

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

ス
ト
マ
用
具
の
正
し
い
知
識
や
生
活
上

の
基
本
的
事
項
の
講
習
で
す
。
参
加
希
望

の
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
23
日
㈰

　
　
　

12
時
30
分
～
午
後
２
時

会
場　
佐
渡
総
合
病
院　

講
堂

講
師　
柏
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

　
　
　

中
村
文
枝
さ
ん

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
新
潟
県
支
部

　
（
源
川
医
科
機
器
㈱
内
）

　

☎
０
２
５
―
２
２
９
―
７
７
７
５

労
務
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　

新
潟
県
で
は
、
中
小
企
業
等
の
労
務
管

理
の
改
善
に
向
け
、
事
業
主
の
皆
さ
ま
を

対
象
に
、
労
務
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る

労
務
管
理
の
誤
解
を
解
消
す
る
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
労
務
ト
ラ
ブ
ル
お
よ

び
労
働
問
題
に
精
通
し
た
特
定
社
会
保
険

労
務
士
を
講
師
に
迎
え
、
労
務
管
理
の
事

例
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

日
時　
６
月
27
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　

４
時
（
受
付
午
後
１
時
～
）

会
場　

�

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー　

２
階　

大
研
修
室

定
員　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
域
振
興
局�

企
画
振
興
部�

労
政
課

　

☎
０
２
５
―
２
３
１
―
８
１
７
１

　


０
２
５
―
２
６
６
―
５
２
５
０

新
潟
労
働
相
談
所
か
ら
の 

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

休
日
労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

労
働
者
、
事
業
主
を
問
わ
ず
、
労
働
に

関
す
る
ご
相
談
に
、
社
会
保
険
労
務
士
や

新
潟
労
働
局
の
職
員
な
ど
の
専
門
家
が
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
労
働
に
関
す
る
こ
と

で
あ
れ
ば
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

開
催
日
時　
６
月
23
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

開�

催
場
所　
新
潟
地
域
振
興
局
（
新
潟
市

中
央
区
川
岸
町
３
―
18
―
１
）

※�

新
潟
放
送（
Ｂ
Ｓ
Ｎ
）隣
、Ｊ
Ｒ
白
山
駅
か
ら
徒

歩
10
分

◇�

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

◇
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

面
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
な
る
べ

く
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
労
働
相
談
所

　

☎
０
２
５
―
２
３
１
―
８
１
７
１

　

５
月
25
日
発
行
「
市
報
さ
ど
お
知

ら
せ
版
」
５
ペ
ー
ジ
の
「
佐
渡
市
の

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
に
つ
い

て
」
で
、
事
業
所
一
覧
の
電
話
番
号

お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
の
一
部
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
正
）

○
相
談
支
援
事
業
所
は
ま
な
す
の
家

　

☎
51
―
１
２
０
０

　


51
―
１
２
０
１

○
相
談
支
援
事
業
所
愛
ら
ん
ど

　

☎
66
―
３
９
０
１

　


66
―
３
９
０
１

（
誤
）

○
相
談
支
援
事
業
所
は
ま
な
す
の
家

　

☎
66
―
３
９
０
１

　


66
―
３
９
０

○
相
談
支
援
事
業
所
愛
ら
ん
ど

　

☎
22
―
３
９
７
７

　


22
―
３
８
４
３

有
　
料
　
広
　
告

例　コンバイン・モーター・アルミサッシ・乾燥機・ボイラー・ホイール
　　草刈機・電気の線・動噴・チェーンソー・ワイヤー・ウインチ・脱穀機

トラクター・耕運機（ディーゼル）・船外機・バイク・重機

(株)アクティーインターナショナル　佐渡営業所　担当　新宮
お気軽にお電話ください！　☎０２５９－６６－２６９５

いたします！

いたします！☆更に！ 鉄・非鉄金属は

出張 高価買取
出張 無料回収
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課住宅係☎６３―５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。

【共通の申込資格】
　Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
　Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
　Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと
【特定の申込資格】

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称
（所在階）

公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両津
大野第２住宅（１階） 1 ④⑤

⑥⑦ - H14 中層耐火�３階建て 2LDK 38,000【定額】

上横山住宅 1 ④⑤
⑥⑦ - H19 木造２階�メゾネット 3LDK 40,000【定額】

相川

栄町団地
（あやめ棟３階） 1 ①② - H8 中層耐火�３階建て 3DK 22,900 ～ 45,000

県営おりと住宅（１階） 1 ①② - S53 中層耐火�４階建て 3DK 14,900 ～ 29,300
県営炭屋町団地

（３階・４階） 2 ①② - S58 中層耐火�４階建て 3DK 16,600 ～ 32,700

新穂
青木第１住宅 1 ①② - S63 木造平屋�一戸建て 3DK 15,600 ～ 30,700
青木第２住宅 1 ①② - H6 木造２階�一戸建て 3DK 21,600 ～ 42,400

赤泊 真浦団地２ 1 ①③ - H7 木造２階�一戸建て 3LDK 38,000【定額】
■申込書類　住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先　市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限　６月 28 日㈮　午後５時
■入居予定　７月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります）
■注意事項　入居決定後、次のことが必要です。
　　　　　　◆連帯保証人：市内在住親族２名（県営住宅は１名）◆敷金の納入：家賃の３か月分

平成25年度酒類販売管理協力員の募集について
　関東信越国税局では、スーパー、コンビニエンスストア、酒販店などへの買い物の機会にお酒売場
の未成年者飲酒防止のための表示状況等を確認し、税務署に連絡していただく「酒類販売管理協力員」
を募集しています。応募方法等の詳細につきましては、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）
をご覧ください。
お問い合わせ　新潟税務署　酒類指導官☎０２５－２２９－２２０５

①同居する親族（婚約者を含む）がいること
②�収入月額が 158,000 円（高齢者世帯、障がい者

のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯
などは 214,000 円）以下であること

③�収入月額が 158,000 円以上 487,000 円以下であ
ること

④�申込者と配偶者（婚約者を含む）の満年齢が申込
み日において 70 歳以下であること

⑤申込者と配偶者（婚約者を含む）が同居すること
⑥�同居する方が申込者および配偶者の直系親族であ

ること
⑦�入居後、速やかに当該賃貸住宅の所在地に住所を

移転できること収入月額 ＝（合計所得額−各種控除額） 
12



17

■
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
24
年
度
（
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
）
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基
金
へ
、

総
額
９
２
７
万
２
０
７
４
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
度  

税
務
職
員
募
集
に
つ
い
て

受
験
資
格

⑴�　

平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
平
成
26
年
３
月
ま
で
に

高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の
方

⑵�　

人
事
院
が
右
記
１
に
掲
げ
る
方
に
準
ず
る
と
認
め
る
方

試
験
の
程
度　
高
等
学
校
卒
業
程
度

受
験
申
込
方
法
等

⑴　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　
申
込
期
間　
６
月
24
日
㈪
午
前
９
時
～
７
月
３
日
㈬（
受
信
有
効
）

　
申
込
方
法　
次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
、説
明
に
従
い
入
力

　
　
　
　
　
　

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

⑵　

郵
送
ま
た
は
持
参
申
込
み

　
申
込
期
間　
６
月
24
日
㈪
～
６
月
28
日
㈮（
６
月
28
日
㈮
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
）

　
申
込
方
法　
第
１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局
に
申
込
書
を
提
出

　

な
お
、関
東
信
越
国
税
局
管
内
の
試
験
地
を
管
轄
す
る
地
方
事
務
局
は
次
の
と
お
り

　
【
人
事
院
関
東
事
務
局
】

　
　

�

〒
３
３
０
―
９
７
１
２　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
１
番
地
１　

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
１
号
館

　
　

☎
０
４
８
―
７
４
０
―
２
０
０
６
～
２
０
０
８

試
験
日

　

第
１
次
試
験　

９
月
８
日
㈰

　

第
２
次
試
験　

�

10
月
17
日
㈭
～
10
月
25
日
㈮
の
い
ず
れ
か
第
１
次
試
験
合
格
通

知
書
で
指
定
す
る
日
時

合
格
者
発
表
日

　

第
１
次
試
験
合
格
発
表　

10
月
10
日
㈭

　

最
終
合
格
発
表　

11
月
19
日
㈫

お
問
い
合
わ
せ
先

⑴　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

�　

人
事
院
人
材
局
試
験
課
☎
０
３
―
３
５
８
１
―
５
３
１
１（
内
線
２
３
３
３
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。）

⑵　

⑴
以
外
の
お
問
い
合
わ
せ

　

�

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係
☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１　
（
内
線

２
０
９
７
）午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。）

　

こ
の
ほ
か
、ト
キ
保
護
募
金
箱
へ
の
募
金
、36
個
人
・
18
団
体
の
方
か
ら
も
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
は
、ト
キ
野
生
復
帰
事
業
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進
室
ト
キ
政
策
係（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

寄付者 ご住所
小磯　功　様 神奈川県横須賀市
米蔵　丹右エ門　様 佐渡市
佐渡興産有限会社　様 佐渡市
芳賀　路子　様 神奈川県横須賀市
新潟市立庄瀬小学校 6 年生　様 新潟市
廣川　チユ　様 上越市
山田　恵子　様 東京都板橋区
株式会社イトーヨーカ堂　様 東京都千代田区
佐渡ホンダ販売株式会社　様 佐渡市
志村　一夫　様 千葉県成田市
社団法人ときの羽根　様 愛知県一宮市
三国コカ・コーラボトリング株式会社　様 佐渡市
鐘江　くに江　様 埼玉県狭山市
株式会社　メニコン　様 愛知県名古屋市
東日本システム建設株式会社　様 長野県長野市
シダックス株式会社　様 東京都渋谷区
株式会社　新交企画　様 新潟市
桂扇会　様 埼玉県入間市
植村　本　様 神奈川県横須賀市
多田　順之　様 埼玉県入間市
エコ・ジャーニークラブ　様 東京都江戸川区
佐渡汽船運輸株式会社　様 佐渡市
有限会社斉藤農園　様 佐渡市
カンゾウの会　様 新潟市
松井　三生　様 佐渡市
協同組合米ネットワーク新潟　様 新潟市
一般社団法人佐渡生きもの語り研究所　様 佐渡市
トキの誕生を祝う会・新穂島集落長　様 佐渡市
佐渡農業協同組合　様 佐渡市

※
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
103



18

　

切
り
分
け
ら
れ
た
「
荒
切
金
」
を
「
吹

所
」
で
加
熱
し
、
叩
い
て
片
方
を
半
円
形
に

整
え
な
が
ら
厚
さ
を
均
等
に
し
、
半
円
の
縁

を
切
り
そ
ろ
え
ま
す
。
そ
の
形
が
杓
子
に
似

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
を
「
杓

し
ゃ
く

子し

小こ

判ば
ん

」
と
い
い
ま
す
。

　

次
に
、
こ
の
小
判
の
片
方
を
叩
い
て
半
円

形
に
延
ば
し
、
極
印
を
打
刻
し
ま
す
。
こ
れ

を
再
度
加
熱
し
て
叩
き
、
小
判
の
形
に
仕
上

げ
て
ゴ
ザ
目
を
つ
け
ま
す
。
こ
れ
を
「
青
小

判
」
と
い
い
、
縁
を
切
り
そ
ろ
え
目
方
を
調

節
し
ま
す
。
仕
上
が
っ
た
小
判
に
は
、
表
と

裏
に
極
印
を
打
刻
し
ま
す
。

　

小
判
は
硬
さ
を
保
つ
た
め
、
銀
を
混
ぜ
て

い
る
の
で
、
銀
白
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
黄
金
色
に
す
る
た
め
、
色
付
け
薬
（
硫

酸
塩
や
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
な
ど
）
に
ひ
た
し
た

あ
と
、
加
熱
し
ま
す
。
焼
き
上
が
っ
た
も
の

を
水
で
冷
や
し
、
炭
の
混
ざ
っ
た
灰
を
つ
け

て
洗
い
、
塩
で
磨
き
ま
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
小
判
を
検
査
し
、
目
方

の
足
り
な
い
も
の
に
は
、「
足た

し

金き
ん

」
と
い
っ
て
、

切
り
く
ず
の
金
を
打
ち
込
み
ま
す
。

◆�

市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く
⒅
―
小
判
に
仕
上
げ
る
―

リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例

・�

同
一
業
者
が
た
び
た
び
訪
問
し
、自
宅
が

倒
壊
す
る
と
不
安
を
あ
お
ら
れ
て
床
下

換
気
扇
、耐
震
金
具
の
取
り
付
け
な
ど
を

多
数
契
約
し
、多
重
債
務
に
陥
っ
た
。

・�「
水
道
管
の
水
漏
れ
点
検
に
来
た
」と
業

者
が
来
て
、点
検
終
了
し
た
後
、つ
い
で
に

と
床
下
を
点
検
し
た
と
こ
ろ
、「
床
下
部

分
を
補
強
し
た
ほ
う
が
良
い
」と
執
拗
に

契
約
を
す
す
め
ら
れ
た
。再
三
断
っ
た
が
、

契
約
し
な
い
と
帰
っ
て
も
ら
え
そ
う
に
な

い
の
で
仕
方
な
く
契
約
。納
得
い
か
な
い

の
で
、解
約
し
た
い
。

・�

男
性
が
訪
ね
て
き
て
、「
こ
の
地
区
の
屋

根
点
検
を
し
て
お
り
、お
宅
の
瓦
が
ず
れ

て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。台
風
時
に
飛
べ

ば
、通
行
人
や
隣
家
に
当
た
る
か
も
し
れ

な
い
」と
言
わ
れ
、ま
た
無
料
点
検
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
の
で
、見
て
も
ら
っ
た
ら
、修

理
に
80
万
円
か
か
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

高
額
な
気
も
し
た
が
、工
事
の
相
談
の
ほ

か
、年
金
や
貯
金
の
話
な
ど
親
身
に
な
っ

て
話
を
聞
い
て
く
れ
る
の
で
、す
っ
か
り
信

用
し
、そ
の
場
で
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。翌

日
、友
人
に
話
し
た
と
こ
ろ
、工
事
代
が

高
額
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
、支
払
も
困
難
な

こ
と
に
気
づ
い
た
。解
約
で
き
る
の
か
。な

ど
、一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
狙
っ
た

リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
の
注
意
事
項

・�

無
料
点
検
な
ど
う
ま
い
話
の
最
終
目
的

は
販
売
と
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

・�

悪
質
業
者
は
、他
社
と
比
較
さ
れ
る
と
相

場
よ
り
ず
っ
と
高
い
こ
と
が
ば
れ
て
し
ま

う
た
め
、そ
の
場
で「
今
な
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
中
で
安
く
し
ま
す
」な
ど
と
言
っ
て
契

約
を
迫
っ
て
き
ま
す
。

・�

あ
わ
て
て
契
約
せ
ず
に
、内
容
と
価
格
を

確
認
し
、家
族
な
ど
に
も
相
談
し
、工
事

が
必
要
な
ら
信
頼
で
き
る
複
数
の
業
者

か
ら
見
積
も
り
を
と
り
ま
し
ょ
う�

。

・�「
し
ま
っ
た
！
」と
思
っ
た
と
き
は
、す
ぐ
に

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ（
契
約
し
て
か
ら
８
日

以
内
）の
手
続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
。ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
い
て
も
解

約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

☎
57
―
８
１
４
３

生活情報
　　さど

「
あ
や
し
い
」と
思
っ
た
ら
、契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
ね
ら
う

　
　
悪
質
な
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に
注
意
！

後藤役所の図　　中央上では荒切金を釣子小判に打ち延ばしている。
右上ではゴザ目をつけている。左下では小判の色付けを行っている。

佐渡小判(表)　　横の筋目をゴ
ザ目という。裏には｢○佐｣と小判師
の極印｢○又｣と｢吹屋｣の極印｢○神｣
が打刻されている。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
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公
開
審
査
を
終
え
、
次
は
現
地
審
査
！

　

今
年
は
、
佐
渡
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て
申
請
す
る
年

で
す
。
事
務
局
で
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

委
員
会
へ
加
盟
申
請
書
を
提
出
し
、
審
査

員
の
前
で
佐
渡
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
（
現
在
５
地

域
）
に
応
募
し
た
の
は
、
霧
島
、
白
山
手

取
川
、
様
似
町
ア
ポ
イ
岳
の
３
地
域
、
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
（
現
在
20
地
域
）
に
は
、

佐
渡
を
含
め
て
10
地
域
が
応
募
し
ま
し
た
。

　

佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
４
月

に
提
出
し
た
加
盟
申
請
書
で
は
、
島
の
概

要
か
ら
始
ま
り
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
中
身
や

運
営
計
画
な
ど
に
つ
い
て
30
ペ
ー
ジ
に
ま

と
め
ま
し
た
。
先
月
20
日
に
千
葉
市
の
幕

張
メ
ッ
セ
で
申
請
地
域
の
公
開
審
査
（
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
が
行
わ
れ
、

佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
か
ら
は
、

会
長
で
あ
る
甲
斐
市
長
と
事
務
局
５
名
が

出
席
し
、
佐
渡
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
と

今
後
の
展
望
を
説
明
し
ま
し
た
。
審
査
員

か
ら
は
、
他
の
推
進
地
の
活
動
か
ら
学
ん

だ
こ
と
や
世
界
文
化
遺
産
や
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ

（
世
界
農
業
遺
産
）
と
の
共
存
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
発
表
者
は
同

県
で
国
内
ジ
オ
パ
ー
ク
の
牽
引
的
立
場
で

あ
る
糸
魚
川

ジ
オ
パ
ー
ク

の
取
り
組
み

を
参
考
に
し

な
が
ら
、
世

界
文
化
遺
産
、

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ

な
ど
島
の
豊

富
な
資
産
に

つ
い
て
ジ
オ

パ
ー
ク
を
基
礎
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
応
え
ま
し
た
。

　

各
申
請
地
域
の
発
表
で
も
訴
え
ら
れ
て

い
た
の
が
、
地
元
住
民
を
巻
き
込
み
な
が

ら
創
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
で
す
。

佐
渡
で
も
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
、

地
域
で
の
ジ
オ
パ
ー
ク
創
り
と
活
用
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

夏
に
は
、
３
名
の
審
査
員
が
佐
渡
島
を

訪
れ
て
現
地
を
見
て
回
り
ま
す
。
推
進
協

議
会
で
は
、
小
木
半
島
や
相
川
地
区
な
ど

を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
現
地
審
査

の
結
果
を
踏
ま
え
て
認
定
地
域
が
決
定
さ

れ
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク

　

推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

　

☎
23
―
２
１
０
１

佐
渡
市
立 
赤
泊
中
学
校

　

赤
泊
中
学
校
は
今
年
で
67
年
目
を
迎
え

ま
す
。学
校
は
校
歌
の
一
節
に
あ
る「
人
こ

そ
よ
け
れ
赤
泊
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、強
き
か

ら
だ
、清
き
心
、高
き
理
想
を
育
む
努
力
を

続
け
て
い
ま
す
。現
在
、全
校
62
名
の
生
徒

は
、地
域
の
人
の
温
か
な
支
援
に
支
え
ら
れ

て
、明
る
く
伸
び
伸
び
と
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

本
校
の
特
色
あ
る
学
校
行
事
を
紹
介
し

ま
す
。ま
ず
、全
校
生
徒
の
絆
を
深
め
る
活

動
に「
爪
の
沢
キ
ャ
ン
プ
」が
あ
り
ま
す
。赤

泊
三
川
地
区
の
標
高
５
０
０
ｍ
の
山
麓

に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
で
毎
年
一
泊
二
日
で

実
施
し
て
い
ま
す
。生
徒
の
主
体
的
な
活

動
を
通
し
て
、自
主
性
や
実
践
力
の
育
成

を
進
め
て
い
ま
す
。生
徒
は
地
域
連
携
活

動
と
し
て
、地
域
の
先
達
か
ら「
竹
細
工
」や

「
ワ
ラ
細
工
」「
郷
土
料
理
」等
の
指
導
を

受
け
、交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。初

め
て
テ
ン
ト
泊
を

経
験
す
る
生
徒

も
お
り
眠
れ
な
い

事
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、み
ん
な
と

飯
ご
う
で
作
る

食
事
や
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

の
思
い
出
が
強

く
生
徒
の
記
憶

に
残
る
活
動
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、伝
統

あ
る
学
校
行
事

と
し
て
赤
泊
港
ま
つ
り
の「
海
上
大
相
撲
」

へ
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。毎
年
、８
月
上
旬

に
行
わ
れ
る
海
上
大
相
撲
に
は
、全
校
男

子
生
徒
が
東
西
に
別
れ
て
出
場
し
て
い
ま

す
。名
前
と
と
も
に
屋
号
で
紹
介
さ
れ
る

選
手
に
は
地
域
の
人
か
ら
の
温
か
い
声
援

が
か
か
り
ま
す
。行
司
と
し
て
学
校
職
員

が
参
加
す
る
の
で
す
が
、白
熱
す
る
生
徒

と
と
も
に
海
に
落
ち
る
こ
と
も
あ
り
、な
か

な
か
大
変
で
す
。

　

最
後
に
、「
い
じ
め
根
絶
集
会
」を
紹
介

し
ま
す
。昨
今
、い
じ
め
問
題
が
社
会
的
に

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、本
校
で
は
そ
の

予
防
策
と
し
て
、毎
年
文
化
祭
で「
い
じ
め

根
絶
集
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。代
表
生

徒
に
よ
る「
い
じ
め
劇
」と
地
域
の
人
も
参

加
す
る「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」の
二

部
構
成
で
す
が
、熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。初
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に「
人

こ
そ
よ
け
れ
赤
泊
」を
謳
う
学
校
と
し
て

「
い
じ
め
」は
許
さ
れ
な
い
の
で
す
。
幸
い

生
徒
の
清
き
心
は
現
在
も
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
両
津
支
所
内
）
☎
23
―
４
８
９
８

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㉖

公開審査の様子

海上大相撲

キャンプファイヤー
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親子で楽しむ絵本のイベント

絵本作家長野ヒデ子さんと 
絵本で遊びタイ！

日時　６月29日㈯
　　　午後２時 30 分～４時（開場：午後２時～）
会場　�アミューズメント佐渡ホワイエ
参加費　�おとな 300 円、�

３歳以上 200 円、�
３歳未満無料

主催　�佐渡子どもと絵本を
つなぐ連絡会

お問い合わせ　�中央図書館��
☎ 63―2800

長野ヒデ子　�1941 年、愛媛県生まれ。絵本作家。

　主な作品に、「とうさんかあさん」（石風社／絵本日
本賞文部大臣賞受賞）、「おかあさんがおかあさんに
なった日」（童心社／サンケイ児童出版文化賞受賞）、
「せとうちたいこさんデパートいきタイ」（童心社／
日本絵本賞受賞）など。紙芝居やイラストレーション、
翻訳なども手掛ける。

��資料紹介��
「四季の佐渡山旅紀行文」
佐渡トレッキング協議会編・発行
　昨年度、佐渡トレッキング協議
会主催の「四季の佐渡山旅紀行
文コンテスト」で募集した入賞作
品集です。
　佐渡の山の魅力が凝縮された
１冊です。
　図書館で貸し出しをしています。

  図書館自主講座の紹介  

郷土史教室のお知らせ  
日時　毎月第２水曜日��場所　中央図書館２階�講座室
講師　児

こ

玉
だま

信
のぶ

雄
お

先生
内容　�古文書の読み下し、史料のかかれた背景につ

いて解説します。
お申し込み　中央図書館☎６３―２８００

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
（
小
木
地
区
）

　

４
月
19
日
㈮
、
小
木
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
小
木
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」
と
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
コ
ー
ト
で
４
人
ず
つ
の
２
チ
ー
ム
が

ネ
ッ
ト
を
は
さ
み
、
赤
い
４
枚
の
羽
が
付

い
た
ボ
ー
ル
（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ボ
ー
ル
）

を
手
の
ひ
ら
で
打
ち
合
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

　

ル
ー
ル
が
シ
ン
プ
ル
で
年
齢
を
問
わ
ず

に
楽
し
め
る
の
で
、
試
合
が
始
ま
る
と
す

ぐ
に
盛
り
上
が
り
、
参
加
者
は
笑
顔
で
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
木
地
区
オ
リ
ジ
ナ
ル
ル
ー
ル

と
し
て
、
コ
ー
ト
内
に
１
名
以
上
女
性
を

入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
世
代

や
性
別
を
超
え
て
親
睦
が
深
め
ら
れ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
４
チ
ー
ム
20
名
の
参
加
で
、
参

加
者
が
年
々
減
少
し
て
は
い
ま
す
が
、
小

木
地
区
の
春
一
番
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し

て
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
！

試�

合
結
果　
１
位�

は
ね
も
ん
ず
Ａ
、
２

位�

シ
ル
バ
ー
、
３
位�

は
ね
も
ん
ず
Ｂ

第
68
回
新
潟
県
美
術
展
覧
会 

「
県
展
佐
渡
展
」
開
催

会
期　
６
月
22
日
㈯
～
６
月
26
日
㈬

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
両
津
総
合
体
育
館

前
売
券　
一
般　

４
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日
券
４
５
０
円
）

※�

大
学
生
、高
校
生
以
下
、ま
た
は
障
が
い
者
手

帳
保
持
者
は
無
料

　

市
役
所
市
民
相
談
室
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
、
各
地
区
公
民
館
、
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
佐
渡
、
佐
渡
中
央
図
書
館
、
佐

渡
版
画
村
美
術
館
で
販
売
中
で
す
。

作
品
鑑
賞
会　
６
月
23
日
㈰

【
工
芸
】�

講
師　

本　

間　

秀　

昭　

氏
�

午
前
10
時
～

【
版
画
】�

講
師　

小　

林　

寿
一
郎　

氏

�

午
前
11
時
15
分
～

【
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
】

�

講
師　

田　

中　

足　

穂　

氏

�

午
後
１
時
15
分
～

【
書
道
】
講
師　

神　

蔵　

嘉　

治　

氏

�

午
後
３
時
～

お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課（
社
会
教
育
係
）

　

☎
27
―
４
１
８
５

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

「せとうちたいこさん 
 　わらべうたうたいタイ」
　　長野ヒデ子（童心社）より

中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK
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首都圏情報コーナー

第24回佐渡テレビ杯ゴルフ会開催
　山桜の咲きほこる中、去る４月11日㈭、
佐渡テレビ杯ゴルフ会が埼玉県の入間カン
トリークラブで開催されました。このゴルフ
会は、平成元年“東京佐渡三田会ゴルフ愛
好会”としてスタートし、平成12年10月“第
１回佐渡テレビ杯”として新たに発足しまし
た。今回から首都圏佐渡連合会趣味の会委
員会が主催する“第１回”の記念すべき会
となりました。今回は佐渡から本間正基さん
（㈱佐渡テレビジョン専務取締役）が出席
され、総勢44名（男性：37名、女性：７名）の参加者でした。後半、
小雨のまじるラウンドでしたが、早春の緑鮮やかな環境の下、参
加者一同大いにプレーを堪能しました。本年、米寿を迎えられる
当会名誉会長の池田正雄さん（金井出身）の力溢れるプレーは、
参加者に深い感銘を与えました。今回は、菊地政雄さん（赤泊出
身）が新記録でベストグロス(※)優勝し、女子ベストネットに佐藤
悦子さん（佐和田出身）が輝きました。
　プレー終了後に表彰式が行われ、摩尼義晴会長から順位賞、
本間正基さんから佐渡物産賞、織田末夫委員長から当日賞が入
賞者に贈呈されました。佐渡出身の関係者が集まり、一緒にプ
レーすることで親睦を深めることができた1日でした。次回から首
都圏佐渡連合会長坂田正通さんを佐渡テレビ杯ゴルフ会会長に
との提案がされ、参加者の皆さんに賛同されました。秋に開催さ
れる大会には、更に多くの方々の参加をお待ちしています。

（文責：佐渡市東京事務所　榎谷端夫）
※�ベストグロスとは、ハンディキャップなしで最も良いスコア（18�ホールで

の実際のトータル打数をいいます）

寄付のお礼
　当市にご寄付をいただき、お礼申
し上げます。
○現金
・５万円
　社会福祉の向上のため
　　一柳流青柳会　会長
　　　齋藤勝一　様 ( 泉 )

○物品
・マーチングキーボード� … ２台
　両津小学校の教育環境整備のため
　　両津小学校ＰＴＡ会長
　　　藤井寿一　様
・一輪車�…………………… ４台
　キーボード�……………… ２台
　サッカーゴール�………… １組
　サッカーボール�………… ５個
　ソフトバレーボール�…… ８個
　ソフトサッカーボール� … 12 個
　ソフトドッジボール� …… ４個
　ビート板�………………… 12 個
　カラーコーン�…………… ６個
　バスケットボール� ……… 12 個
　ライトドッジボール� …… ６個
　多目的支柱補助金具� … １組
　ＣＤラジカセレコーダー� ２台
　二宮小学校の教育環境整備のため
　　二宮小学校ＰＴＡ会長
　　　新井康史　様
・冷水器�…………………… １台
　金井中学校の教育環境整備のため
　　金井中学校ＰＴＡ会長
　　　杉山博之　様
・電波掛時計�……………… １台
　七浦小学校の教育環境整備のため
　　七浦小学校第 66 回卒業生代表
　　　岩﨑利彦　様

■
司
法
書
士
に
よ
る 

　
　
　

無
料
法
律
相
談
■

★
面
談
方
式
で
す
。
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

場
所　

�

市
内
の
各
司
法
書
士
事
務

所

・�

土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相

続
、
担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・�

会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の

登
記
問
題

・�

金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家

等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・�

多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自

己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立

て
・�

訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣

地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・�

家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離

婚
、
内
縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・�

高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等

（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・

死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管
理
委

任
契
約
等
の
手
続
き
）

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
55
―
３
１
１
７

　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

池田正雄さん
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 4.12〜 5.13届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 椿 川　口　静一郎 84 4.13
　〃 浜田 髙　橋　ユリ子 87 4.14
　〃 羽吉 本　間　里　子 54 4.14
　〃 浜田 浅　野　正　弘 84 4.16
　〃 片野尾 宇　治　イ　チ 95 4.18
　〃 加茂歌代 後　藤　郁　子 82 4.20
　〃 梅津 市　橋　ミサヲ 93 4.22
　〃 羽吉 長　沼　長　久 86 4.22
　〃 梅津 近　藤　露　子 92 4.24
　〃 浜田 岩　城　浩　幸 52 4.24
　〃 羽吉 林　　　チ　ヨ 101 4.27
　〃 真木 間　口　鐵　男 80 4.28
　〃 虫崎 中　川　哲　男 60 4.28
　〃 浜田 中　村　哲　也 46 4.29
　〃 白瀬 本　間　美　枝 97 5.  1
　〃 豊岡 伊　藤　キ　ク 101 5.  5
　〃 秋津 山　本　恵　子 48 5.  6
　〃 下横山 加　藤　健次郎 95 5.  6
　〃 両津湊 川　上　博　司 63 5.  7
　〃 浦川 田　中　キヌヱ 91 5.11
　〃 久知河内 菊　池　トミエ 81 5.11
　〃 椎泊 椎　　　政　一 82 5.12
相　川 相川下戸村 浅　岡　　　勇 64 4.18
　〃 橘 大　地　保　男 84 4.20
　〃 相川南沢町 三　寺　容　子 79 4.22
　〃 相川下戸村 野　澤　愛　美 37 4.25
　〃 小川 重　政　治　巳 74 4.25
　〃 姫津 村　尾　　　顯 80 4.25
　〃 相川下戸村 小　幡　美　鶴 90 4.28
　〃 戸中 白　井　万千子 88 4.29
　〃 相川下戸町 佐々木　　　子 84 5.  4
　〃 小川 中野間　ミ　ヨ 88 5.  4
　〃 稲鯨 岩　本　キ　ミ 84 5.  6
　〃 相川材木町 内　田　平八郎 86 5.  7
　〃 稲鯨 岩　﨑　増五郎 86 5.  7
　〃 稲鯨 岩　﨑　フ　ミ 84 5.  9
　〃 二見 本　間　政　彦 61 5.  9
　〃 岩谷口 矢　部　茂　明 71 5.10
　〃 下相川 村　本　勝　　 53 5.11
　〃 相川羽田村 梅　澤　寅　雄 80 5.13
　〃 橘 岩　﨑　惠都子 80 5.13
佐和田 山田 石　塚　春　夫 62 4.13
　〃 長木 榎　　　夛　賀 92 4.17
　〃 窪田 計　良　ユ　キ 93 4.20
　〃 下長木 赤　石　　　夫 89 4.23

佐和田 山田 稲　葉　　　隆 78 4.25
　〃 青野 　　田　マツエ 99 4.26
　〃 沢根炭屋町 名　畑　政　治 80 4.28
　〃 下長木 島　村　美代子 98 5.13
金　井 千種 橘　　　　　二 89 4.23
　〃 千種 磯　野　スミエ 91 4.30
　〃 中興 池　　　精　吾 77 5.  8
　〃 中興 木　村　ア　イ 90 5.11
新　穂 新穂 渡　邊　廣一郎 78 4.22
　〃 新穂青木 齋　藤　美智子 74 4.26
　〃 新穂大野 本　間　ノ　ブ 92 4.26
　〃 新穂舟下 本　間　ヨシ子 96 4.27
　〃 上新穂 米　田　常　吉 85 5.  5
　〃 新穂正明寺 本　多　睦　雄 78 5.  9
畑　野 寺田 杉　本　一　雄 85 4.12
　〃 栗野江 今　河　千　　 83 4.21
　〃 松ケ崎 渡　部　福　次 84 4.24
　〃 宮川 中　川　ノ　ブ 87 4.25
　〃 松ケ崎 幡　豆　孝　一 78 5.  2
　〃 松ケ崎 渡　部　冨美子 76 5.  4
　〃 畑野 尾　中　元　久 89 5.11
真　野 真野新町 長　井　　　澄 90 4.16
　〃 長石 藤　原　哲　明 77 4.20
　〃 大倉谷 金　子　スヱ子 94 4.22
　〃 大倉谷 佐々木　ミドリ 87 4.23
　〃 国分寺 若　野　ヨシノ 77 4.26
　〃 静平 山　田　サカエ 81 4.28
　〃 田切須 松　田　ハツ子 90 5.  4
　〃 真野新町 山　田　利　雄 87 5.  6
　〃 田切須 佐々木　𨳝　五 90 5.12
小　木 小木町 末　武　カ　ツ 95 4.14
　〃 小木町 佐々木　キクノ 93 4.18
　〃 小比叡 金　子　克　巳 51 4.20
　〃 小木町 金　時　ツ　ヤ 84 4.21
　〃 琴浦 髙　橋　ヱ　ツ 91 4.23
　〃 小木町 佐々木　一　郎 90 5.  7
　〃 小比叡 岡　崎　義　之 77 5.11
羽　茂 羽茂本郷 羽　生　行　雄 86 4.19
　〃 羽茂本郷 加　藤　千　代 90 4.20
　〃 羽茂大石 中　原　ミ　ヱ 87 4.21
　〃 羽茂小泊 佐々木　茂　實 76 4.23
　〃 羽茂小泊 梅　澤　フ　テ 86 4.26
　〃 羽茂本郷 度　會　由美子 79 5.  8
　〃 羽茂村山 藤　井　　　明 71 5.11
赤　泊 三川 榎　　　サ　ク 90 4.23

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

（そうた）
（あいる）
（かいと）
（はると）
（はやて）
（せいや）
（おと）
（ゆか）
（まお）
（りせ）
（なごみ）
（れい）
（せれと）

（けい）
（たみ）
（こうへい）
（まさき）
（はるや）
（さき）
（りょうすけ）
（ひろな）
（ゆきと）
（みのり）
（りお）
（かいと）
（れん）

両　津 両尾 中　川　創　太 智之 4.  4
　〃 両津湊 石　山　愛　琉 将城 4.12
　〃 下久知 佐　藤　海　翔 真人 4.19
相　川 相川羽田町 本　間　春　音 弘 4.17
　〃 北立島 土　屋　　　颯 良明 4.25
佐和田 石田 岩　﨑　惺　也 栄二 4.  9
　〃 石田 高　橋　桜　都 公二 4.11
　〃 窪田 井　上　祐　香 航 4.12
　〃 石田 大　川　舞　桜 達也 4.15
　〃 八幡 山　本　莉　世 英介 4.16
　〃 上矢馳 伊　藤　　　和 恭兵 4.19
　〃 石田 竹　内　　　澪 忍 4.22
金　井 貝塚 杉　畑　星流斗 安伸 4.  5

金　井 千種 笹　木　　　圭 博之 4.  7
　〃 中興 渡　邉　田　未 信弘 4.14
　〃 千種 渡　邉　耕　平 絵夢 4.24
新　穂 新穂大野 中　川　征　紀 至誠 4.11
　〃 下新穂 尾　崎　陽　哉 裕樹 4.12
　〃 下新穂 岩　野　紗　妃 光 4.17
　〃 上新穂 松　田　綾　祐 佳祐 5.  3
畑　野 栗野江 齋　藤　央　菜 智隆 4.  6
　〃 栗野江 本　間　千　都 和幸 4.17
　〃 畑野 下　坂　実　莉 圭太 4.22
小　木 小木町 木　下　莉　緒 幸一 4.18
羽　茂 羽茂本郷 計　良　海　翔 秀明 4.  9
赤　泊 三川 渡　邉　　　蓮 嵩之 4.25
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お茶（番茶）

●作り方
①番茶を煮出しておく。
②�鍋に米、番茶を入れて中

火で煮る。
③�米に芯がなくなったら火
を止めて、お好みで塩を
少量加える。

●材料（1人分）
米：50g、番茶：適量、�
塩：お好み

朝食メニュー
●茶がゆ（佐渡産）
●えのきだけのスクランブルエッグ
●小松菜と油揚げの煮びたし●即席漬け●メロン

　学校給食では、食育の推進
と地場産物の使用拡大を目指
し『地産地消』に取り組んでいます。この日の佐渡産食材は、朱
鷺認証米を使用した米粉パン、佐渡牛乳、人参でした。
　沢根小学校では、佐和田学校給食センターから給食が運ばれ、
週１回米粉パン給食が実施されています。佐渡市の学校給食では、
４月から米粉パンの形が「丸パン」から「結びパン」にかわって
おり、この日は米粉きなこ揚げパンでした。また、「食育指導の
日」として、佐和田学校給食センターの栄養士から、佐渡のお米
で作られた米粉パンについての話があり、子どもたちは自分たち
の住む佐渡の食材に関心を持って食べていました。
　学校では水曜日と木曜日に仲良し給食を実施しています。１年
生から６年生までが１つの班になり一緒のテーブルで給食を食べ
ます。低学年は高学
年の姿を見て好き嫌
いをしないで食べる
ことの大切さや食事
のマナーを学び、高
学年は低学年のお手
本になるようにマ
ナー等に気を付けて
食べています。

仲良し給食の様子

米粉きなこ揚げパン、牛乳、野菜炒め、
ＡＢＣスープ、アセロラゼリー

　神蔵さんがお茶の
栽培を始めたのは 30
年ほど前からで、減
反 で 転 作 が 必 要 に
なったときに、農協
の一村一品運動の中
でお茶の栽培を選ん
だそうです。

　お茶は６月上旬に１回目の収穫、８月上旬に２回目の収穫
を行い、近所にある工場で加工され、製品のほとんどが島内
で売られているそうです。収穫作業は、お茶を栽培している
仲間とお互いに手伝いながら行います。お茶の栽培はそれほ
ど手がかからず、同じ広さの田んぼと同じくらいの収入にな
るそうです。
　「お茶は手を入れれば入れただけ収量や品質が向上するの
で、子どものようにかわいい。高齢になったので、これ以上
畑を広げることはないが、楽しみながら続けていきたい」と
笑顔で語ってくれました。

お茶栽培
神蔵　嘉治さん（上横山）

食育 元気
笑顔まるごと！
シリーズ

簡単！朝食レシピ 茶がゆ

沢根小学校
⑮

とれたて！

旬の仕事人
〜地産地消で佐渡を元氣にしよう！〜

イチオシ
学校給食



市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

■発行・編集　佐渡市役所 総合政策課広報広聴係　〒952-1292 佐渡市千種232番地　     ■発行日　平成25年6月10日
　TEL0259（63）3111㈹・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.niigata.jp

市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.6km（平成22年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、観光
イベント情報、くらしの情報、島外イベント情報
アドレス�psc1.sado@fofa.jpに空メールを送る
と、仮受付メールが返信されますので、案内にし
たがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ�市役所地域振興課（情報政策係）�☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
さどチャン　佐渡市情報番組	 毎週月～金曜日　17：00放送
　　　　　（再放送）19：30、21：00、22：00、23：00、翌日6：30
週末特別番組　毎週土・日曜日　8：00、15：00、22：00放送
　島内で開催された講演会や発表会などの模様を放送します。
＊＊お知らせ＊＊　CNSテレビでは、デジタル放送をアナログ放送に変
え、アナログテレビでも視聴できるデジタル変換放送を行っています。
デジタル変換放送は平成27年3月末で終了しますので、デジタル対応
テレビ等のご準備はお早めにお願いします。
お問い合わせ先
　佐渡市情報センター室（真野行政サービスセンター内）☎51-2030

チケット発売中宝くじ

まちの音楽会
岩崎宏美with宗次郎
～心のふるさとを求めて～
　岩崎宏美さんと、オカリナ奏者の宗次郎さんとの夢のコラボ
レーションです。こころの魂を呼び覚ましてくれるオカリナの響
きと、時代の流れとともに変わりつつある、心に残る遠いふるさ
との原風景を会場いっぱいに蘇らせます。また、コンサートを盛
り上げようと地元のコーラスグループも参加します。ぜひお誘い
あわせのうえご来場ください。

日　時 ７月31日㈬
 午後６時30分開演（開場：午後６時）
会　場 アミューズメント佐渡　大ホール
入場料 全席指定（税込） 前売2,000円
  当日2,500円

お問い合わせ　アミューズメント佐渡☎52-2001

※宝くじ助成による特別料金です。
※未就学児童のご入場はできません。
※前売りチケット完売の場合、当日券はありません。

祝 市制施行10年

県では、不正大麻・けし撲滅運動を実施しています。
　掲載写真に似た植物を発見した場合は、佐渡保健所まで連絡をお願
いします。
　詳しくは、佐渡保健所地域保健課まで
☎ 0259-74-3403（平日：午前８時 30 分～午後５時 15 分）

大麻・けしを発見した場合は通報してください

大麻 けし


